
 

 教育目標  
「やさしさいっぱい大麻泉の子」 

◎思いやりのある子 

◎進んで考える子 

◎明るく元気な子 

 

   北海道江別市立大麻泉小学校  学校だより 

 

 

 

江別市大麻泉町２７番地 TEL 386-0737  FAX 386-2761 

令和８年４月２７日発行  2 号 

“夢や希望をもち思いやりのある子”を育む 

                               校長 笠井  賢吾  
江別市は「この世に生命（いのち）を与えられたすべての人々は、平和で安心した暮らしを願ってい

ます。」の言葉で始まる『江別市平和都市宣言』と、「未来を担う子どもたちは、江別の宝です。」の言葉

で始まる『江別市子どもが主役のまち宣言』をしています。これらの宣言を本校の教育活動とともに考

えてみると、前者は、毎年開催されております「江別市平和の集い」に向けての「平和集会」に象徴さ

れますし、後者は６年生が企画学習として運営する「運動会」等の行事や自治的な活動による学習・生

活習慣を充実させる活動がそれにあたります。 

  昭和５３年４月に開校した大麻泉小学校の校歌には、「豊かな人間性」と「未来社会に生きる子どもの

幸せ」（沿革誌より抜粋）という願いが込められました。４月７日に初めて子ども達が元気に歌う「校歌」

を聞いたのですが、その中で心をひかれたのが、次の一節です。 

 ぼくもわたしも泉の子 高い望みの輪をつくり みんな明るく進もうよ （２番） 

ぼくもわたしも泉の子 平和の道を胸はって  みんな仲良く進もうよ （３番） 

  この歌詞にある通り、子どもたちが夢や希望をもち、お互いに手を取り合いながら明るく、仲良く歩

み続けることができるような１年にしたいものです。 

 

 ▶令和８年度もこれまでの大麻泉小の取組を“進化”させながら進めていきます  

１．令和５年度から始まった小中一貫教育が、今年で４年目を迎えます。江別市の「めざす子ども像」

である「夢を持ち、夢を語り、夢の実現に向けて行動する子ども」の育成に向け、義務教育 9 年間の

学びを効率的につなぐため、小中の教科書や教育課程の系統表を活用した系統的な指導に努めます。

また、関係する 3 校（大麻東中、大麻東小と本校）で学習および生活のスタンダード（裏面参照）を

共有し、中学校進学時の不安を軽減する取組も進めます。 

◆ ◆

       ○おもいやりのある子（心）・・・・・優しい心で 協働できる子 

○かんがえ、つたえあう子（知）・・・知性を磨き 表現する子 

       ○すこやかな子（体）・・・・・・・・自己実現に向けて 心身を鍛える子 
 
２．授業では、「子どもが主体となる授業づくり」を進め、ＩＣＴを有効に活用するとともに、質の高い

「対話」を学習場面に設定することで深い学びの実現を目指します。また、教育活動全体では、「土器

づくり」や「田植え体験」「レンガ工場の見学」等、江別の歴史や産業につながりのある体験的な活動

を折りまぜ、教科横断的に将来子どもたちに必要とされる資質・能力を育成します。 

３．学習したことがしっかりと子どもたちの力として定着するよう、ＡＩドリル「スマイルネクスト」

を効果的に活用します。また、情報図書館と連携して「朝読書」の充実を図り、全ての学びの基盤と

なる豊かな語彙力を育みます。そして、子どもの表現活動に光をあて、表現する意欲を引き出します。 

４．「小中一貫教育」や「えべつ型コミュニティ・スクール」等の機能を最大限に活用し、社会に開かれ

た教育課程の実現をめざします。夢をもち、夢を語りながら、その実現に向けて未来の社会を築いて

いく子どもたちのため、学校・保護者・地域が「あたたかく子どもの学びを支える」つながりあうコ

ミュニティづくりを進めていきます。 

５月２日の開校記念日から５連休という大型連休となります。交通事故等に十分に留意され、トラブル

のない有意義な連休にしていただきたいと心から願っています。 
 

 

    

重点目標：夢の実現に向け行動する子どもの育成 ～３つの幸せ（ウェルビーイング）が実現する学校～ 
教職員がいきいき、子どもがいきいき、地域と共にある学校をめざして 



  



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

大麻東中学校区の目指す子ども像 
      ●かんがえ、つたえあう子 
     ●おもいやりのある子 
      ●すこやかな子 

江別市の目指す子ども像（１５歳の春の姿） 

夢を持ち、夢を語り、 

夢の実現に向けて 行動する子ども 




